平成２５年度　修了試験（追試験）
施行日　平成２６年１月　　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　
出題者　　　中　島　　義　雄　　
科目　地理情報システム　１／２　

問題１　平面直角座標系における第７系が適用される地域は、石川県、富山県、岐阜県、愛知県の四県であり、その原点は岐阜県の飛騨地方にある。このとき、平面直角座標系７系で表示された名古屋市にある東海工業専門学校の座標値として正しいものはどれか、番号で解答せよ。ただし、下記備考を参照せよ。
　　　　　Ｘ　　　　　　Ｙ平面直角座標系（平成十四年国土交通省告示第九号）備考

座標系は、地点の座標値が次の条件に従ってガウスの等角投影法によって表示されるように設けるものとする。
１．座標系のＸ軸は、座標系原点において子午線
に一致する軸とし、真北に向う値を正とし、
座標系のＹ軸は、座標系原点において座標系
のＸ軸に直交する軸とし、真東に向う値を正
とする。
２．座標系のＸ軸上における縮尺係数は、
０．９９９９とする。
３．座標系原点の座標値は、次のとおりとする。
Ｘ＝０．０００メートル
　　Ｙ＝０．０００メートル
東海工業専門学校
７系原点

1 　２４０１５，　９４７３７
2 －２４０１５，　９４７３７
3 　２４０１５，－９４７３７
4 －２４０１５　，－９４７３７
5 　９４７３７，　２４０１５
6 －９４７３７，　２４０１５
7 　９４７３７，－２４０１５
8 －９４７３７，－２４０１５
解答欄
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問題２　文中および図中の（　）にあてはまる語句を語群から選んで記号で答えよ。

[image: 名称未設定 1]（１　3次元）の地理座標系を新たに（２　2次元）平面座標系に投影変換するためには、その平面座標系の（３　原点）を定義する必要があります。同じ投影法でも、切り出す範囲や図郭によって当然その原点は異なります。利便性のために通常、地図上の（４　経緯線）の交点を原点とすることが多いようです。
　例えば日本では、（５　小さな）地域（市区町村単位）を表現するときに「（６　平面直角座標系）」と呼ばれる座標系を用います。（６　平面直角座標系）は日本を（７　19）の地域に分け、その地域ごとに（８　異なる）原点を設定しています。こうすることで、単一の原点を用いるよりもその地域ごとの（９　歪み）が押さえられ、誤差が少なくなるという利点があります。
　また、（10　大きな）地域（地方単位）を表現するときには「（11　UTM座標系）」と呼ばれる座標系を用います。（11　UTM座標系）は、地球を子午線（12　経線）方向に沿って（13　60）の地域（帯）に分けたもので、その原点は各地域の（14　中央子午線）と赤道の交点になります。なお、国土地理院において全国を対象とする一般図を作成する際に1/25,000地形図は（15　UTM図法）が用いられている。

語群　ア　歪み、　イ　３次元、　ウ　２次元、　エ　原点、　オ　UTM図法、　カ　小さな、　キ　19、　ク　60、　ケ　異なる、
　　  コ　同じ、　サ　誤差、　シ　平面直角座標系、　ス　UTM座標系、　セ　中央子午線、　ソ　経緯線、　タ　経線、　チ　大きな
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平成２５年度　修了試験（追試験）
施行日　平成２６年１月　　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　
出題者　　　中　島　　義　雄　　
科目　地理情報システム　２／２

問題３　デジタル地図データとしてGISソフトに読み込む際、（１）～（３）のような操作をして表示させた。解答欄の（問題有り、問題なし）のどちらかを○で囲み、操作に問題がある場合は、その点を指摘しなさい。

（１）　座標（30，50）のポイントデータを表示するため、東経30°、北緯50°の地点に表示した。
（問題有り、問題なし）
座標（30,50）が、「東経30度、北緯50度」を意味するのか、あるいは「ある原点から北へ30m、東へ50ｍ」を意味するのか不明である。また、測地系も明示されていない。







（２）測量で得たデータである３次元の地理座標をGISソフトによって2次元で表示し、図化した平面図上で面積、距離、角度を測定して成果とした。
（問題有り、問題なし）
地理座標系のデータをただ単に平面化しただけでは、面積などを測定しても正確ではない。また、投影変換する場合でも成果の利用目的に応じて投影法を選択する必要がある。
（問題有り、問題なし）
手動で修正をかける前に、入手した道路データがどのような測地系、座標系などを持っているか確かめる必要がある。確実に測地系、座標系がわかっているデータ上へ、測地変換、投影変換させながら不明なデータが重なる条件を探る作業を繰り返すことによって、元のデータの緒元が判明することがある。







（３）友人からもらった道路データを自分の住宅地図データと重ね合わせたところ、わずかに部分的にずれて表示された。友人にデータの諸元を聞いたが「わからない」ということだった。しかし、ズレはそれほど大きくなかったので、手動でデータを少しずらせてうまく重なるように直し、友人にもその修正データを「直しておいた」と断った上で返した。





問題４　次の文は、地図投影法について述べたものである。明らかに間違っているものはどれか。次の中から選べ。

1. 地図投影法は、（ ア ）である地球の表面上に存在する（ イ ）の位置や形をできるだけ正しく平面に描くために考えられたものである。
2. 正距図法は、地球上の（ ウ ）と地図上の距離を正しく対応させる図法であり、特定の1点/2点から任意の点までの距離を（ エ ）で表示することが可能である。
3. 正角図法は、地球上と地図上の対応する任意の二方向に引いた方向線のなす（ オ ）が等しくなる図法であり、（ カ ）や航空図などに用いられることが多い。
[bookmark: _GoBack]4. 正積図法は、地球上の任意の範囲が、その（ キ ）の比率を保持したまま地図上に表示される図法である。
5. 地図上において、正角図法と正積図法の性質を同時に満足させることは理論上（ ク ）である。

語群
ａ．地物、ｂ．角、ｃ．不可能、ｄ．可能、ｅ．距離、ｆ．三次元立体、ｇ．海図、h．宇宙図、ｉ．楕円体、ｊ．同一の縮尺、ｋ．中心、ｌ．面積 

	
解答欄
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	（イ）
	（ウ）
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	ｆ．三次元立体
	ｇ．地物
	ｅ．距離
	ｄ．同一の縮尺
	ｂ．角
	ａ．海図
	h．面積
	ｃ．不可能




地理情報システム　２／２　S・P2
image2.png




image3.jpeg
w w w w w w [*% ]
5N
40° N AN
-35° N
‘ L 30° N 30° N
16 o 19 ‘
' 1517 : "14 L e
18 } o0° R e e |
! 5% 5% B3% B4R 55% 6%




image1.png




